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プログラムの趣旨	


　「日本・アジアSATOYAMA教育イニシアティブ」は、平成20年
度より開始された、生圏システム学専攻修士課程対象の講義・
演習・実習統合型教育プログラムです。 また、「日本・アジアに
関する部局横断型教育プログラム」の講義科目として、全学の
大学院生が受講できます。	


　本教育プログラムは、「里山」に代表される伝統的な地域資源
の利用・管理システムへの理解を深めるとともに，フィールドで
の実践および国際的な交流を通じて，アジアに共通する自然観
を現代社会に再編・再生するための方途を自ら見出し，それら
をあらたな循環・共生型社会モデル（SATOYAMA Model）とし
てアジアおよび世界に発信できる国際的な環境リーダーの育成
をめざします。　　　　　　　　　　　（生圏システム学専攻パンフレットより）	




プログラムの概要	


l 里山の自然および人文・社会システムに関
する高度な専門知識	


l 実際のフィールドにおける実践力，問題解
決能力	


l 国際的な情報発信能力およびコミュニケー
ション能力	


l 持続可能な社会形成に寄与する教育者や
技術者	


l 政府機関・自治体等の行政担当者、国際
機関のコーディネーター	


l 専門知識を生かした社会的活動等におい
て活躍する人材	


　里山学とは、自然環境と人間活動の係わりの理解に基づき、自然共生社会を拓く自然・社会
システムを構築していくための総合科学です。生態系サービス、生物多様性、資源・エネル
ギー、コモンズ、コミュニティー再生、パートナーシップ等をキーワードに、生態学、緑地環境学、
農村計画学、社会学、民俗学、人類生態学など、多様な学問領域から里山の自然・社会シス
テムをとらえ、文理融合アプローチによりそれらを体系化していくことをめざします。また、アジ
ア各地の里山的な景観・土地利用を、自然環境と人間活動の係わりという観点から比較・体系
化することにより、アジア地域に蓄積している「自然との共生の智慧」を明らかにし、アジア型自
然共生社会）の現代的再生・再編のあり方を考えていきます。	


 里山学とは？	


 修了者が活躍する分野	
 教育の目標	




21世紀COE「生物多様性・生態系再生研究拠点」（平成15～19年度）	


生圏システム学専攻：生物多様性の保全と生物資
源の持続的利用を目指した研究・教育	


これまでの教育実績と現状分析	


講義	

高度な専門知識習得	


フィールド実習	

現場での実践的知識習得	


AGRI-COCOON 
現場実習の充実化	


３	


AGRICOCOON：産学官民連携型農学生命科学研究インキュベータ機構	


食の安全・安心FG、国際農業と文化FG、バイオマス利用FG、生物多様性・生態系再生FG、情報利用研究FG 

実習「自然再生事業モニタリング実習」 
→霞ヶ浦湖岸での市民参加型調査・植生管理
に大学院生が参加	


演習「生物多様性と農業」 
→自治体、NPO、企業などが参加するシンポジ
ウムに大学院生が参加	




これまでの教育実績と現状分析	


21世紀COE「生物多様性・生態系再生研究拠点」（平成15～19年度）	


生圏システム学専攻	


講義	

高度な専門知識習得	


フィールド実習	

現場での実践的知識習得	


ASNET 
文理融合教育	


ASNET：東京大学日本・アジアに関する教育研究ネットワーク	


日本・アジア学講座（アジア研究のフィールドワーク、国際保険計画学、
人類生態学特論、都市の持続再生学、日中関係の多面的な相貌・・・）	


「アジア研究のフィールドワーク」 
→民俗学、人類生態学、緑地学、農村計画学等異分野の
教員による里山フィールドワーク実習	




これまでの教育実績と現状分析	


21世紀COE「生物多様性・生態系再生研究拠点」（平成15～19年度）	


生圏システム学専攻	


講義	

高度な専門知識習得	


フィールド実習	

現場での実践的知識習得	
 AGRI-COCOON 

現場実習の充実化	


強化すべき能力・素養	


グローバルな俯瞰力	

情報発信力	


環境リーダー 
としての素養	


学際的視野	

文理融合アプローチ	


学術拠点	
 フィールド拠点	
 国際拠点	


ASNET 
文理融合教育	




カリキュラムと教育手法の特色	


学術拠点：東京大学
<専門科目の新設と既存科目の充実>
l文理融合アプローチによる科目
「里山学総論」

l招へい外国人講師による科目
「アジア自然共生論」

学術拠点：東京大学
<専門科目の新設と既存科目の充実>
l文理融合アプローチによる科目
「里山学総論」

l招へい外国人講師による科目
「アジア自然共生論」

国際拠点：国連大学高等研究所
<ウィンタープログラムの開講>
lミレニアム生態系評価等の国際プロジェ
クトに関する英語講義

l論文作成およびディベート能力育成の
ための演習

国際拠点：国連大学高等研究所
<ウィンタープログラムの開講>
lミレニアム生態系評価等の国際プロジェ
クトに関する英語講義

l論文作成およびディベート能力育成の
ための演習

フィールド拠点：兵庫県豊岡市
<サマープログラムの開講>
l生物多様性保全型水田、里山管理等の
実践現場を活用した野外実習

l多様な主体とのフォーラム型交流
l市民参加型活動の体験学習

フィールド拠点：兵庫県豊岡市
<サマープログラムの開講>
l生物多様性保全型水田、里山管理等の
実践現場を活用した野外実習

l多様な主体とのフォーラム型交流
l市民参加型活動の体験学習

Ø 学内・学外の教員・大学ネットワークの活
用（ASNET、APRU、ProSPER.N ET等）

Ø グループワーク等、アクティブラーニング
による能動的な講義への参加

Ø 国際機関に在籍する優れた人的資源の
活用（国連大学、同高等研究所等）

Ø 国連大学が実施中の持続可能な開発の
ための教育プログラム（EfSD）の活用

Ø ステークホルダーとの討論の場の提供
Ø 実践現場の多様な教育効果（持続可能
な社会形成への動機づけ，起業家精神
の醸成等）の活用

アジア大学間教育ネットワークを活用した 
国際交流機会の提供	




学術拠点	


新設科目の開講	
 既存科目の改変	
 学内連携	
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東京大学において，里山の生態系サービス，資源利用と管理にかかわる人文・社
会システム，自然再生技術等に関する専門知識習得のための教育を行う。その
ため，新規科目の創設および既存科目の充実を図る。また，アジアからの留学生

等の履修を考慮するとともに里山コンセプトの国際発信能力の強化をはかるため，
英語による講義を充実させる。	


里山学 
総論	


ｱｼﾞｱ自然 
共生論	


生圏システ
ム学総論	


大学院特論	

緑地管理学特論	


緑地創成学特論	


里山学の充実	
 英語教育の強化	

ASNETとの連携による 
文理融合教育の充実	


アジア研究の	

フィールドワーク	


緑地環境学	

実習	


学部と大学院の合同実施 
によるタテの連携強化	


実施	


シラバス・教材作成	


試行	


実施	


教材改良	


シラバス・教材改訂	




学術拠点： 

里山学総論	


•  昨年度に作成したシラバス・教材に基づき、集中講義＋エクスカーション
（すべて英語）として実施（3日間）	


•  里山イニシアティブ、里山・里海サブグローバル評価等、COP10に向けた
最新の取り組みを教材に活用	


•  「シナリオ作成」を課題として設定。ディスカッションの素材としても活用	

•  現在、英語教材の加筆・修正作業中	


武内：序論－里山学とは？	


山本：農林業が支える里山のランドスケープ	


宮下：生態系のつながりと里山の生物多様性	


樋口：東アジアの自然とつながる日本の里山生態系	


古澤：里山の暮らしと人間の福利・健康	


青柳：新たな公～誰が里山保全を担うのか？	


鷲谷：里地・里山の生態系とその再生	


大黒：里山の生態系サービスを評価する	


全員：エクスカーション	




Subject of Report 

•  Describe scenarios for future Satoyama through 
the following processes, 
– Select two ‘Uncertainties’ which determine two axes 

in scenario building, e.g.;  
•  External… social/economic 
•  Internal… attitude/behavior/value/policy 

– Consider 4 scenarios which could be created along 
two ‘uncertainty’ axes 

– Show the titles of 4 scenarios which express images of 
the scenarios clearly and effectively within 5 words 

– Select 1 scenario out of 4 and describe a storyline, a 
narrative description of a scenario which highlights its 
main features and the relationships between the 
scenario’s driving force and its main features 



MA Scenarios 

§  Not predictions – scenarios are plausible 
futures 

§  Both quantitative models and qualitative 
analysis used in scenario development 



里山里海サブグローバル評価における 
４つのシナリオ（JSSA, 2010）	


	

Japan Satoyama Satoumi Assessment, 2010. Satoyama-
Satoumi Ecosystems and Human Well-being: Socio-ecological 
Production Landscapes of Japan – Summary for Decision 
Makers. United Nations University, Tokyo, Japan.	




学術拠点：新設科目 

里山学総論　ー　レポート課題	


SCENARIOS of DEVELOPING of SATOYAMA 
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Excursion to Niiharu Citizen’s Forest 
「新治市民の森」	




学術拠点： 

アジア自然共生論	


•  パリケシット講師（インドネシアパジャジャラン大学）を招へいし、シラバ
ス・教材を共同で作成したうえで、集中講義として実施	


•  東南アジアの「里山的ランドスケープ」を事例に、生態系サービスの持続
的利用と生物多様性保全について、日本の里山と比較しつつ議論	


•  学生は講義内容を基にしたトピックを選択し、または与えられ、当日まで
に資料を調べ明らかにしたことを発表	


1.  Human-nature interrelation: Introduction 

2.  Between ‘human against nature’ and ‘human 
work with nature’ 

3.  Ecosystem functions and services in human-
dominated landscape 

4.  Biodiversity maintenance and condition in 
human-dominated landscape: Case of 
Indonesia 

5.  Human-nature interrelations: Energetic 
perspective 

6.  Decision making process and landscape 
structure 

学生発表の資料例	




学術拠点： 

緑地創成学特論	


•  既存科目「緑地創成学特論」について、ハノーヴァー大から招へいしたク
リスティーナ・ハーレン教授による里山保全の日独比較論に関する集中
講義（八王子の里山保全活動に関する現地演習を含む）を実施し、英語
による講義・演習の充実化を図った。	


•  能動的な参加を促す教育手法（グループワーク、ステークホルダーとの
討論、行政部局への提案等）について情報交換を行った。	




学術拠点： 

緑地管理学特論	


•  既存科目「緑地管理学特論」について、マサチューセッツ大から招へいし
たジャック・アハーン教授による都市近郊の里山保全とエコロジカルネッ
トワーク（グリーンウェイ）に関する集中講義（多摩川中流域の現地演習
を含む）を実施し、英語による講義・演習の充実化を図った。	


•  能動的な参加を促す教育手法（グループワーク、プレゼンテーション）に
ついて情報交換を行った。	




学術拠点：ASNET科目 

アジア研究のフィールドワーク	


•  本事業コア教員（民俗学、人類生態学、緑地学、農村計画学）による講
義および実習（新潟県十日町市・小千谷市）を実施し、文理融合教育手
法（インタビュー、討論会、参与観察）の試行を行った。	


中山間直接支払い	
 ブナ帯の植生	
 棚田景観	


農業と生物多様性	
 伝統文化	
 集落コミュニティー	


地場産業	
 地場産業	
 高齢化と後継者	




学術拠点：学内連携 

学部教育と大学院教育の連携	


•  学部１～２年生対象の全学自由研究ゼミナール「郊外と里山の環境学」
と、大学院生対象の「緑地環境野外実習」を合同で実施し、タテの連携に
よる教育効果を検討	


•  事前学習と発表、講義、野外実習をセットで実施	




フィールド拠点	

生物多様性保全と農業振興・地域振興を両立させている先進的
地域である兵庫県豊岡市においてサマープログラムを開催し，
動機づけの醸成，合意形成能力やアントレプレナーシップの養成

など，幅広い実践的知識と現場における問題解決能力の習得を
目指す。 	


•  日英実習マニュアルの作成	


•  課題選択と野外調査	


•  地元・NPOとの対話、成果発表会	


•  国連大学スタッフとの討論	


実習スケジュール	


10月5日	


午後：豊岡市内の自然再生事業・関連する保全

事業の見学	


10月6日	


午前：豊岡市内の自然再生事業・関連する保全
事業の見学	


午後：田結地区における調査	


夕方：地元・NPOコウノトリ市民研究所の方との
懇談会	


10月7日	


午前：田結地区における野外調査	


午後：田結地区における選択課題による調査	


夕方：国連大学スタッフとの討論会	


10月8日	


午前：発表資料の作成	


午後：ワークショップ（成果発表を含む）	




2010年10月9日 
毎日新聞・但馬版 
2010年10月9日 
朝日新聞・但馬版	




国際拠点	

グローバルな環境問題に対する俯瞰力や，アジア・世界への情報発信力，コミュ
ニケーション能力などの国際力を高めるためのウィンタープログラムを開講し，
国連大学高等研究所のもつ優れた人的資源やプログラムを生かした，英語によ

る講義・演習を行う。	


•  新設科目の準備・検討	

–  国連大学高等研究所（UNU-IAS）と講義内容・演習プログラムの検討	


•  他拠点との連携による効果的プログラムの検討および試行	

–  「里山学総論」におけるUNU-IASの最新成果の教材活用 

（MA、里山里海SGA、SATOYAMAイニシアティブ等）	


–  「フィールド科学総合演習」におけるUNU-IASスタッフの参画、協働による調査、
英語による討論会等	




Joint lecture course "SATOYAMA, the traditional 
rural landscape of Japan"  

•  held as 4-day intensive course every year as; 
–  a credit course of Applied Landscape Ecology and Planning 

(former Japan-Asia Satoyama Education Initiative”), for master 
course students of Department of Ecosystem Studies, Graduate 
School of Agricultural and Life Sciences 

–  a credit course of “Japan-Asian Studies”, University-wide 
Graduate School Education Program 

–  a credit course of “BG-E-23　Sustainable Bioproduction and 
Biodiversity”, for master course students of UNU 



International Partnership 
for the Satoyama Initiative (IPSI)	


http://satoyama-initiative.org/en/	




まとめ〜JASEIにおける 
生態系サービス教育の効果と課題	


•  俯瞰的な講義とフィールドワークの適度な組み合わせ 
–  「やりっ放し」にならないフィードバックのしくみが必要	


•  多様な教育スタッフによる文理融合アプローチ 
– ESの多様な側面（研究・評価手法含む）の理解に有効 
– 教員協働によるシラバス作成と持続的な人材確保が重要	


•  グループワーク等のアクティブラーニングによる能動
的参加（例：シナリオ分析） 
– 教員のトレーニングも必要、習熟度に応じた課題設定	


•  現場のもつ教育力の活用（例：多様なステークホルダ
ーとの接触）と現場へのフィードバック 
– マンネリ化をどう防ぐか？	


•  「国際化」というオプションの意義 


